
あるるデイサー ビス

指定通所介護事業所及び第一号通所介護事業運営規程

（事業の目的）

第1条 株式会社こぐまが実施する指定通所介護事業及び指定介護予防通所介護事業（以下、指

定通所介護事業という。）の適正な運営を確保するために人員及び管理運営に関する事項

を定め、 要介護状態又は要支援状態（以下、 「要介護状態等」という。）となった場合にお

いても、その利用者が可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常

生活を営むことができるよう、 必要な日常生活上の世話及び機能訓練を行うことにより、

利用者の社会的孤立感の解消及び心身の機能の維持並びに利用者の家族の身体的及び精

神的負担の軽減を図ることを目的とする。

（運営の方針）

第 2条 本事業の運営の方針は、 以下のとおりとする。

(1)指定通所介護は、利用者の要介護状態の軽減若しくは悪化の防止又は要介護状態とな

ることの予防に資するよう、 その目標を設定し、 計画的に行うものとする。

(2) 事業者自らその提供する指定通所介護の質の評価を行い、常にその改善を図るものと

する。

(3)指定通所介護の提供に当たっては、通所介護計画に基づき、利用者の機能訓練及びそ

の者が日常生活を営むことができるよう必要な援助を行う。

(4)指定通所介護の提供に当たる従業者は、指定通所介護の提供に当たっては、懇切丁寧

に行うことを旨とし、 利用者又はその家族に対し、サ ー ビスの提供方法等について、理

解しやすいように説明を行う。

(5) 指定通所介護の提供に当たっては、介護技術の進歩に対応し、 適切な介護技術をもっ

てサー ビスの提供を行う。

(6) 指定通所介護は、常に利用者の心身の状況を的確に把握しつつ、相談援助等の生活指

導、機能訓練その他必要なサー ビスを利用者の希望に添って適切に提供する。 特に、認

知症の状態にある要介護者等に対しては、必要に応じ、その特性に対応したサー ビスの

提供ができる体制を整える。

2 事業実施に当たっては、市町村、地域の保健・医療・福祉サー ビスとの綿密な連携に努

める。

3 事業所は、 以下の場合を除いて、 正当な理由なくサー ビス提供を拒まない。

(1) 事業所の現員からは利用申込に応じきれない場合

(2) 利用申込者の居住地が当該事業所の通常の事業の実施地域外である場合、 その他利

用申込者に対し自ら適切な指定通所介護を提供することが困難な場合。

（事業所の名称等）

第3条 事業所の名称及び所在地は、 次のとおりとする。

1 名 称 あるるデイサー ビス

2 所在地 北九州市八幡西区御開 一丁目1番1 8号



（従業者の職種、 員数及び職務の内容）

第 4 条 事業所に勤務する従業者の職種、 員数、 及び職務内容は次のとおりとする。

1 管理者1人（常勤）

管理者は、事業所の従業者の管理及び業務の管理を一元的に行う。 また他の従業者と協

力して通所介護計画の作成等を行う。

2 生活相談員2人（常勤2人）

生活相談員は、 利用者の生活の向上を図るため適切な相談、援助その他指定通所介護の

提供を行う。

3 看護職員 3人（常勤 1 人、 非常勤 2 人）

看護職員は、 看護その他の指定通所介護の提供に当たる。

4 介護職員1 1人（常勤6人、 非常勤5人）

介護職員は、 介護その他の指定通所介護の提供に当たる。

5 機能訓練指導員5人（常勤3人、 非常勤2人）

機能訓練指導員は、日常生活を営むのに必要な機能の減退を防止するための訓練、指導、

助言を行う。

6 調理員5人（非常勤5人）

調理員は、 調理業務を行う。

（営業日及び営業時間）

第5条 事業所の営業日及び営業時間は、 次のとおりとする。 ただし、 災害、悪天候等止むを得

ない事情が生じた場合は、 利用者等に連絡の上変更することがある。

1 営業日

月曜日から土曜日までとする。 ただし、 1 2 月 3 1 日、 1 月 1 日から 1 月 3日までを除

く。

2 営業時間

午前 8 時 30分から午後 5 時 30分までとする。

3 サービス提供時間（前号の時間から送迎に要する時間を除く時間）

午前 9 時00分から午後 4 時 30分までとする。

（指定通所介護の利用定員）

第 6 条 本事業所の利用定員は、 1 単位 3 6 名とする。

（指定通所介護の内容）

第 7 条 事業所が行う通所介護の内容は次のとおりとする。

(1)通所介護計画の作成

(2) 生活指導

(3)機能訓練

(4)介獲サービス

(5)健康状態の確認

(6)送迎

(7)給食サービス










